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　第１セット　栄クラブ（静岡）の№６のサーブでリードを奪ったが、そのあとは

　一進一退の展開となる。セット後半にＭＡＳＡＫＡの№１の攻撃が決まり

　始めると、５点差を追いつき、最後は長いラリーを制したＭＡＳAKAが逆転

　で、このセットを取った。

　第２セット　このセットを奪いたい栄クラブはつなぐバレーを展開するが、

　ＭＡＳAKAの№１と№１５の攻撃の勢いは止められず、ストレートで

　ＭＡＳＡＫＡが優勝を決めた。
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